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元
気
な
子
ど
も
た
ち
 

未
来

へ
向
け
て
 

ジ
ャ

zプ
グ
 

平
成

十
年
度
公
民
館
子
ど
も
プ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

（
い
っぱ
い
 
い
っぱ
い
こ
い
の
ぽ
り
を
あ
げ
る
会
」
 

四
月
ニ
十
九
日
、
 
「
い
っ
ぱ
い
 
い
っば
い
こ
い
の
ぼ
り
を
あ
げ
る
会
」
 

が
行
わ
れ
百
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
中
央
公
民
館
の
大
空
に
舞
い
ま
し
た
o
 

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
こ
い
の
ぼ
り
に
あ
や
か
り
元

気
に
育
つ
よ
う
に
、
中
央
公
民
館
と

ー
ッ
谷
町
内
会

（佐
々
木
治
会
長
）
 

共
催
で
行
わ
れ
、
市
内
外

の
三
十
人
か
ら
提
供
さ
れ
た
約
百
匹
の
こ
い
の

ぼ
り
が
子
ど
も
た
ち
の
手
で
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
茶
道
遠
州
会
五
所
川
原
東
支
部
（
鈴木
宗
肇
支
部
長
）
の
お

茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
子
ど
も
た
ち
は
柏
餅
を
食
べ
な
が
ら
泳
い
で

い

る
こ
い
の
ぼ
り
を
見
た
り
、
仲
良
く
一
緒
に
記
念
写
真
を
写
し
て
い
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
い
の
ぼ
り
は
、
五
月
二
十
日
ま
で
市
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
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勲
四
等
旭
小
綬
章
 

下
山
 
弘

さ
ん
（
七十
）
 

且
辿
・
 

,
 

勲
六
等
瑞
宝
章
 

「
地
域
住民
に
愛
さ
れ
る
郵
便
局
」
 

を
信
念
に
、
郵
政
事
業
一
筋
に
四
十
年

余
携
わ
ら
れ
る
。
 

勲
章
に
対
し

「良
き
先
輩
・
同
僚
、
 

地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
陰
で
す
。
 

今
後
は
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
な
い
よ
う
郵

政
事
業
発
展
と
地
域
社
会
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 

（
善
意
の
花
か
ご
 
）
 

 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
願
昌
寺
住
職
 
小
山
内
修
導
さ

ん
（川
端
町
一
〇
）廿
慰
間
（
法話
）
。
 

〇
N
T
T
弘
前
演
劇
サ
ー
ク
ル
 

「
ば
っけ
」
（川
崎
肇
代
表
）
十
六
名

廿
慰
間

（
演劇
）
、寄
贈
（
お
菓
子

六
十
人
分
）
。
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期

成
会
へ
 

〇
第
三
＋
三
回
青
森
県
P
T
A
研

究
大
会
五
所
川
原
大
会
実
行
委
員
会
 

（実
行
委
員
長
・
川
浪
豊
五
所
川
原

市
連
合
P
T
A
会
長
）
廿
三
十
九
万

七
百
六
十
六
円
。
 

平
成
十
年
鷹
馨
の

叙
勲
 

各
界
で
貢
献
さ
れ
た
叙
勲
者
紹
介
 

昭
和
二
十
九
年
、
現
在
の
五
所
川
原

商
業
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
五
所
川

原
実
業
高
等
学
院
を
創
設
。
以
来
四
十

年
余
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
、
現
在
は
学
校
法
人
下
山
学
園
理
事

長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
教
育
理

念
は
商
業
高
校
の
校
訓
で
も
あ
る
「
和

学
、
求
道
、
使
命
」
に
も
顕
さ
れ
て
お

り
、
商
人
の
街
五
所
川
原
に
貢
献
す
る

人
材
を
数
多
く
輩
出
さ
れ
た
。
 

勲
七
等
青
色
桐
葉
章
 

寺
田
利
四
郎
さ
ん
（
六十
五
）
 
杉

沢
 
富
雄
さ
ん
（
七
十四
）
 

「住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
」
 
に」
1
 

十
五
年
間
警
察
官
を
務
め
ら
れ
、
在
職

中
は
数
々
の
功
績
を
立
て
ら
れ
た
。
 

勲
章
に
際
し
、
 「当
直
、
夜
勤
な
ど

休
み
は
あ
っ
て
な
い
よ
う
な
職
業
、
家

族
・
同
僚
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
勤
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
改
め
て

感
謝
し
た
い
」
と
話さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

っ
ジ
ョギ
ン
グ
「コ
ー
ス
走
り
始
め
会
」
 

及
び
「
歩こ
う
会
」
 

み
ど
り
の
日
の
四
月
二
＋
九
日
、
岩
木
川
河
川
敷
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
で
お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
 「
コ
ー
ス
走
り
始
め
会
」
 

及
び

「歩
こ
う
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

約
二
百
人
の
市
民
が
参
加
し
、
あ
い
に
く
の
小
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
元
気
に
走
る
人
、
歩
く
人
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー
ス

を
守
り
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
は
河
川
敷
公
園
、
北
斗
グ
ラ
ン
ド
、
新

大
橋
を
経
由
す
る
約
四
キ
口
で
昭
和
五
＋
三
年
か
ら
開
放
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

終
了
後
、
小
さ
な
親
切
運
動
と
し
て
参
加
者
全
員
で
河
川
敷

の
ご
み
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

四
月
二
十
日
、
ひ
ま
わ
り
母
親
ク

ラ
ブ

（
藤
林
百
合子
会
長
）
会
員
と

ひ
ま
わ
り
児
童
ク
ラ
ブ
会
員
の
四
十

名
で
オ
ル
テ
ン
、
ンァ
周
辺
の
清
掃
奉

仕
を
し
ま
し
た
。
 

ク
ラ
ブ
の
活
動
拠
点
で
あ
る
幾
世

森
の
北
部
公
園
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

く
る
み
園
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ご

み
を
拾
っ
た
り
危
険
物
の
撤
去
な
ど

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
す
ご
J
や
す

い
よ
う
に
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
 

周
辺
は
、
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
が

目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
参
加
者
は
ー
 

つ
ー
つ
て
い
ね
い
に
ご
み
を
拾
い
集

め
て
い
ま
し
た
。
 

や
 



登 録 1（斗 

注 身寸 半斗 

3,000円 

3,000円 

◇料 金 

度
げ

】
⑨

一
世
帯
に

つ
ぎ
、

3
品
目
ま

で
と
す

る
o
 

宜
ー
大
《

u）
山山
し

て

土
uト
小
い
物
 

1
0
且
 

※
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、ミ
ン
ン
（
一
般電
化
製
品
）
 

一
 
ー

“
 

※
イ
ス
、

テ
ー
プ

ル

（
木
製
を
除
く
）
 

7
」ー
 
【
加
』
 

※
自
転

車
、

ス
ノ
ー
ダ

ン
プ
、

バ
ッ

テ
リ
ー
、

ス
ト
ー
ブ

（電
池
、
油
は

除
い

て
く
だ

さ
い
）
 

】
「H

（パ
ロ
）
タ
（
］
利
じ
ケ
」必

wす
ノ
つ
」
け
て

ノ
、
だ
さ
い

c
 

含
，
 
《U
）
右二
記
以

」
凧H
の
物
は

収

佳
木
し
ま
せ
ん
。
 

せ
 

ら
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一
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加
任
 

日
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由
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〈環境対策課内線23D 
地 	域・町 	名 申し込み締め切り日 収集 月 日 

毘沙門・長富地区 中川地区 三好地区 5 月22日園 5 月28日困 

飯詰地区 松島地区 5 月29日園 6 月 4 日困 

梅沢地区 長橋地区 七和地区 6 月 5 日団 6 月11日困 

栄地区 みどり町1丁目～ 8丁目 6 月12日園 6 月18日困 

小曲地区 

若葉第一・若葉第二・ニュータウン新宮・若葉苑・ 

西若葉・市営住宅・県営住宅・芭蕉・新宮・中平井町・ 

下平井町・平井町・雛田・敷島町・東雲町・十川・ 

さっき町 

6 月19日園 6 月25日困 

寺町・岩木町・錦町・幾島町・柏原町・大町・本町・ 

川端町・上平井町・末広町・旭町・新町・第一柳町・ 

第二柳町・元町・栄町・田町・第一千鳥・千鳥・ 

千鳥団地・八重菊・成田町・平和町・日の出町・不住魚 

6 月26日園 7 月 2 日困 

松島町1丁目～ 8 丁目 

布屋町・弥生町・鳥森・東町・鎌谷町・田園町・ 

青葉町・一ッ谷・一ッ谷団地 

7 月 3 日圏 7 月 9 日困 

加難黙覆購難実施します議議課内議31) 
、s4・試lケ嚇シ繋散懲蕊くき無' :vさ嚇喜持さぐ＆さ爵賢畔v/nw豊善ん、％七にブ線弾幾

狂犬病予防法により、飼い主は犬を一生に 1度登録し、 

年1回の予防注射を義務イ寸けられています。 登録と注射一を

受けていないと、狂犬病予防違反で罰則の対象となります

ので、必、ず、どちらも受けるようにしてください。 

※ 飼い主の・皆さんへ 犬を散歩につれていった際、ふん

はきれいに片右fけましょう（っ飼い主としてのマナーを守

りま し ょう 

日 実 施 時 間 実 	施 	場 	所 
9:00~ 	9:50 福祉会館「（下平井町） 

10:00~i0:50 森の家： 

5 月25日 ii:00-12:00 五所川原保健所 

（月） 1 3:00-1 3:50 しきしまコミュニテイ七ンター 
14:00-14:50 中央コミュニテイセンター 
15:00~i 6:00 農村婦人の家（小曲） 

9:00~ 	9:50 富士見コミュニテイセンタ一 

5 月26日 10:00-10:50 
1 1:00-12:00 

鎌谷町防災センター 
中央公民館 

（火） 13:00-14:30 松島会館 
14:50~i 5:30 田園町集会所 

9:30~ 	9:50 西塚商店前 
10:00~i0:20 前田野目公民館 
10:30~ii:00 高里予文化センター 

5 月27日 11:10~il :30 高野神社前 

（水） ii:40-12:00 持子沢集会所 
13:30-14:00 七和支所 
14:i0-14:40 コ ミュニテイハウス原子・ 
14:50~i 5:20 俵元農産物加工センター 

9:30~i 0:20 福山コミュニテイ消防センタ― 
10:30~i 1:20 野里集会所 

5 月28日 13:00~i 3:20 長橋支所二 

（木） 13:30-14:00 松野木集会所 
14:i0~i4:30 若山集会所 
14:40~i 5:00 戸沢集会所 

7雲I 

日 実 施 時 問 実 	施 	場 	所 

5 月31日 9:001~ 12:00 市役H十 般駐車場車庫 

（日） 13:00・～ i 6:00 市役所一般駐車場車庫 

9:30~b0 :00 中泉集会所 

6 月 1月 
（月） 

10:l0一一 10:40 
11:00~il :20 
11:30 一～ 11:50 

梅沢支所 
七ッ館屯所 
浅井集会所 

13:00~i 5:00 コ ミュニテイセンター栄 

9:00~ 	9:50 湊団」也集会所 

6 月 2 日 10:00-10:20 姥，を集会所 

（火） 
iO:30~il:iO 
13:00~i 3:30 

稲実集会所 
みなみ広田町内会集会所 

1 3:4o一1i4:2o 五所川原市農協栄支所 

9:30~]j:03 高瀬集会所 

6 月 3 日 10:10~il :00 三好支所 

（水） 
13 :00~i4:00 
14:30~i 4:50 

藻川コ ミュニテイ消防センター 
田川集会所 

15: 00～一 i 5:20 種井集会所 

9:30~i0:00 コ ミコニ、テイセンター中川 
10:10~ 10:30 沖飯詰集会所 

6 月 4 日 10:40~i 1:00 桜田屯所 

（木） ii:iO-12:00 毘沙門支所 
i3:30-14:00 長富コミュニテイ消防センター 
14:10~i 4:30 共栄集会所 

9:30~i 0:00 下岩崎集会所 
10:10へ1il :00 飯詰支所 

6 月 8 日 ii:10～・i2:00 平町集会所 

（月） 13:00~i 3:20 興隆屯所 
13:40~i4:10 一野坪集会所 
14:20・～ i 5:00 十川集会所 

9:30~i 0:00 漆川集会所 
10:10~i 0:40 吟け田コ ミュニテイ，肖防センター 

6 月 9 日 10:50~i i:20 唐笠柳神ネ土前 

（火） 11:30~i 2:00 米田神祖消f「 
13:00~ 13:30 水野尾集会所 
13:40~i 4:i 0 かいどう児童館 

3 平成10年 5 月15日 
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保
険

証
の
更

新
は
 

お
済
み

で
す
か
ワ
・
 

五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
 

国
保
年
金
課

内
線
2
1
4
・2
1
5
 

第
4
0回
水
道
週
間
 

6
月
1
日
月
5
6
月
7
日
⑧

、
 

水
道
事
業
所
で
は
庁
舎
に
懸
垂
幕
や

の
ぽ
り
を
立
て
、
限
り
あ
る
水
の
有
効

利
用
を
P
R
し
、
水
道
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

、水
道
で
今
日
も
安
心
水
あ
る
暮
ら
し
ノ

（
先着
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
 

直
で
今
日
も
安
心
水
あ
る
暮
ら
し
ノ
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
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平
成
1
0年
4
月
1
日
か
ら
の
国
民
健

康
保
険
（
退
職
）
被
保
険
者
証
の
更
新

を
し
て
い
な
い
世
帯
は
、
速
や
か
に
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
特
別
な
事
情
で
保
険
税
が
納

め
ら
れ
な
い
場
合
、
収
納
課
で
は
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 

◇
更
新
場
所
 

国
保
年
金
課
⑦
番
窓
口
 

駅
東
部
第
一
一地
区
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

区
画
整
理
室
 
内
線

3
2
5
 

さ
き
に

「広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
」
 3
 

月
1
5日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
駅
東
部
第

二
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
の

選
挙
は
、
届
け
出
の
あ
っ
た
候
補
者
の

数
が
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
を
超
え
な

い
の
で
投
票
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

土
地
所
有
者
か
ら
選
ば
れ
た
審
議
会

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略）
 

◇
ー
 
ッ
 谷
 

神
暗
二
郎
、
エ
藤
清
次
、
桑
田
茂
樹

◇
下
平
井
町
 
木
村
清
秀
 

◇
敷

島
町
 
菊
地
祥
一
 

◇
上
平
井
町
 
工
藤
清
則
 

◇
川
端

町
 
毛
内
金
次
郎
 

み
ん
な
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
 

利
用
者
申
し
込
み
受
付
中
 

市
中
央
公
民
館
 
費
（3
5)
6
0
56
 

中
央
公
民
館
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
 

2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
 

絵
画
、
写
真
、
書
な
ど
の
個
展
を
開
き

た
い
方
は
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

《
ギ
ャラ
リ

ー
利
用
要
領
）
》
 

◇
場
所
 
市
中
央
公
民
館
2
階
 

◇
規
模
 
ラ
イ
ト
ア
ップ
壁
面
1
4・8
屑
 

◇
利
用
期
間
 
1
展
示
会
1
0日
前
後
 

◇
利
用
料
金
 
無
料
 

青
森
県
・
ロシ
ア
極
東
地
域
 

青
年
交
流
事
業

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
派
遣
 

市
中
央
公
民
館
 
か
（3
5)
6
0
56
 

ー
地
域
の
友
好
関
係
と
 

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
へ
ー
 

〇
8
月
3
0日
卿
1
9
月
6
日
回
 

◇
訪
間
国
 
ロ
シ
ァ
連
邦
 

（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
）
 

◇
募
集
人
員
 
3
0名
（
県
全
体
）
 

◇
経
費
 
1
5
2
,0
0
0
円
 

（
本人
負
担
 
7
6
,0

0
0
円
）
 

◇
応
募
資
格
 

概
ね
2
0歳
か
ら
3
5歳
ま
で
の
男
女
 

暮
ら
し
の
移
動
教
室
 

青
森
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
 

専
門
家
が
無
料
で
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
 

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

〇
6
月
1
0日
困
 

1
0時

ー
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

五
所
川
原
郵
便
局
会
議
室
（
2
階
）
 

◇
内
容
 

「法
律
」
「
介護
」
に
関
す
る
相
談

◇
費
用
 
無
料
 

※
 
ご
相
談
は
予
約
制
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
お
早
め
に
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

「
ー

ー
ーー

ー
ーー

ー
ーー
‘
．
 

昨
年
行
わ
れ
好
評
だ
っ
た
施
設
見
学

会
を
今
年
も
行
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の

施
設
や
観
光
地
を
見
て
、
市
の
歴
史
・

文
化
・
産
業
に
ふ
れ
る
施
設
見
学
会
に

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
 

津
軽
富
士
八
景
め
ぐ
り
 

総
務
課
 
内
線

4
0
4

。
 

津
軽
富
士
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い

る
岩
木
山
を
市
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
か

ら
眺
望
し
、
新
し
い
五
所
川
原
を
考
え

て
い
た
だ
く
見
学
会
で
す
。
 

〇
5
月
2
8日
困
 
9
時
3
0分
 

市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合
 

一
◇
見
学
施
設
 

一
 
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
・
 

（オ
ル
テ
ン
シ
ア
）
、立
侵
武
多
製
作

場
所
、五
所
川
原
商
工
会
館
、狼
野
長
根

一
公
園
、
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
、
堺

野
沢
た
め
池
、
野
里
処
分
場
、
グ
リ
ー
 

ン
バ
イ
ォ
村
 

』
◇
募
集
人
員
 
3
0名
（
ど
な
た
で
も
）
 

一
◇
昼
食
代
 
5
0
0
円

（
当
日徴
収
）
 

一
◇
応
募
方
法
 
電
話
に
て
 

一
 
（先
着
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）
 

一
 

一
 

一
 

》
 

水
道
施
設
見
学
ム
『
 

水
、
そ
れ
は
空
気
と
並
ん
で
、
私
た

ち
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
。
水
、
そ
れ
は
限
り
あ
る
資
源
です
。
 

市
の
水
道
施
設
を
訪
ね
、
水
道
に
対

す
る
思
い
を
新
た
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

〇
6
月
1
日
囲
 
9
時
 

水
道
事
業
所
集
合
 

◇
見
学
施
設
 

》
 

中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
、
水
管
橋
、
七

和
配
水
場
、
玉
清
水
調
整
池
、
飯
詰
ダ

ム
、
飯
詰
浄
水
場
、
工
業
用
水
道
セ
ン

タ
ー
、
漆
川
工
業
団
地
、
水
道
事
業
所

◇
募
集
人
員
 
3
0名
（
ど
な
た
で
も
）
 

◇
昼
食
代
 
5
0
0
円

（
当
日徴
収
）
 

◇
応
募
方
法
 
電
話
に
て
 

ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
直
し
て
見
ま
せ
ん
か
ノ

・
 

平
成
1
0年
度

「
わ
がま
ち
の
小
さ
な
旅
」
一
 

一
 

一
 
 
 
》
 

一
 

一
 

》
 

(
 



市
働
く
婦
人
の
家
 

公
 

（
3
5)
8
8
9
8
 

F
A
X
(3
5)
8
95
3
 

五
所
川
原
市
立
図
書
館
か
ら
 

あ
れ
こ
れ
 

図
書
館
の
工
事
・
第1
期
終
了
 

図
書
館
の
工
事
が
い
っ
た
ん
終
わ
り

ま
し
た
。
ど
こ
が
ど
う
良
く
な
っ
た
か

真
っ
先
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
念
願
の
 

「身
障
者
用
ト
イ
レ
」
が
で
き
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
安
心
し
て
お
い
で

く
だ
さ
い
と
言
え
ま
す
。
車
椅
子
も
一
 台

、
福
祉
事
務
所
か
ら
お
借
り
し
て
常

備
し
て
お
り
ま
す
。
 

老
朽
化
し
て
 「開
か
ず
の
扉
」
だ
ら

け
だ
っ
た
窓
が
開
閉
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
 

書
庫
に
2
階
が
で
き
ま
し
た
。
出
来

合
い
の
ス
チ
ー
ル
組
立
式
で
は
な
く
、
 

設
計
屋
さ
ん
と
大
工
さ
ん
が
苦
心
し
て
一

木
で
棚
も
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
0
見
た

目
は
素
朴
で
す
が
頑
丈
第
一
で
図
書
館

の
舞
台
裏
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
 

平
成
1
0年
度
 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
 

〇
6
月
2
3日
因
 
市
中
央
公民
館

◇
種
別
 

・

給
油
取
扱
所
関
係
 

9
時
3
0分

、
1
2時
3
0分
 

・

一
般
取
扱
所
関
係
 
1
4時

ー
1
7時
 

◇
受
付
期
間
 

5
月
2
1日
困

、
6
月
8
日
囲
 

※
申
込
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す

農
政
課
 
内
線

3
5
2
 

〇
5
月
3
1日
同
 
9
時
3
0分
 

狼
野
長
根
公
園
 

◇
申
込
締
切
 
5
月
2
2日
団
 

◇
そ
の
他
 
服
装
は
作
業
服
等
、
長
靴
 

又
は
ズ
ッ
ク
、
軍
手
を
準
備
し
て
く
 

だ
さ
い
。
昼
食
、
使
用
道
具
は
市
で
 

準
備
し
ま
す
。
 

※
参
加
者
全
員
に
苗
木
を
無
償
配
布
し
 

ま
す
。
 

〇
郷
土
料
理
教
室
 

6
月
6
日
田
 
1
0時

ー
1
2時
鯉
万
 

◇
講
師
 
千
葉
彩
子
さ
ん
 

〇
和
食
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
 

6
月
1
1日
困
 
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0
 

分
 
藤
吉
郎
 

◇
講
師
 
沢
田
武
男
さ
ん
 

◇
会
費
 
5
,0
0
0
円
（当
日
徴
収
）
 

第
1
7回
北
五
中
学
校
 

防
犯
駅
伝
競
争
大
会
 

五
所
川
原
警
察署
 
生
活
安
全
課
 

公
（3
5)
21
4
1
 
内
線
2
7
1
 

〇
5
月
3
0日
田
 

開
会
式
 
1
3時
 

北
斗
グ
ラ
ン
ド
河
川
敷
コ
ー
ス
 

◇
出
場
選
手
 
五
所
川
原
市
・
北
津
軽
 

郡
の
中
学
生
男
女
 

◇
コ
ー
ス
 8
区
間
 

・

1
区
走
者
 

1
4時
、
J
R
五
所
川
原
駅
前
ス
タ

ー
 

ト
ー
大
町
交
差
点
ー
乾
橋
左
折
 
北

斗
グ
ラ
ン
ド
河
川
敷
コ
ー
ス
 

・

2
区
か
ら
8
区
ま
で
の
走
者
 

北
斗
グ
ラ
ン
ド
河
川
敷
コ
ー
ス
の周
 

回
だ
け
 

身
体
障
害
者
の
無
料
 

巡
回
診
査
を
行
い
ま
す
 

市
福
祉
事
務
所
高
齢

福
祉
課

福
祉
係
 
内
線

5
4
1
 

◇
対
象
者
 

①
身
体
障
害
者
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
 

る
た
め
診
査
を
必
要
と
す
る
者
 

②
障
害
程
度
に
変
化
が
あ
り
、
等
級
の
 

変
更
を
必
要
と
す
る
者
 

③
補
装
具
の
交
付
、再
交
付
又
は
修
理
 

を
必
要
と
す
る
者
（電
動
車
椅
子
、
 

モ
ジ
ュ
ラ
ー
、
人
工
喉
頭
は
除
く
）
 

④
そ
の
他
、
身
体
障
害
者
で
生
活
、
医
 

療
・
施
設
入
所
等
の
相
談
を
希
望
す
 

る
者
 

◇
診
査
科
目
及
び
日
程
、
場
所
 

〇
内
部
障
害
 
6
月
1
2日
国
 

市
保
健
セ
ン
タ

ー
 

〇
聴
覚
障
害
 
6
月
1
7日
困
 

市
働
く
婦
人
の
家
 

〇
肢
体
不
自
由
 
7
月
6
日
囲
 

市
中
央
公
民
館
 

◇
受
付
時
間
 
各
科
と
も
9
時

、
1
1時
 

◇
注
意
す
る
こ
と
 

・

脳
卒
中
等
によ
る
障
害
の
者
は
発
病

後
3
カ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
 

・

内
部
障
害
は
、
心
臓
・
呼
吸
器
障
害

の
み
 

・

呼
吸
器
障
害
者
の
手
帳
診
査
に
つ
い

て
は
、
動
脈
血
ガ
ス
検
査
を
必
要
と

す
る
場
合
や
酸
素
療
法
を
行
っ
て
い
 
 

る
場
合
は
判
定
を
行
わ
な
い
 

◇
受
診
者
の
持
参
資
料
 

健
康
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（所

持
者
の
み
）
、印
鑑
、
心
臓
・
呼吸
機

能
障
害
は
過
去
1
年
以
内
に
撮
影
し

た
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
 

今月の立侯武多其ノ参 
東京ドーム出陣まであと203日 

雄でも出来る紙張りに参加を！- 
早いもので立倭武多製作が開始して 1 カ月あまり

が経過しました。 その間、 多くの皆様のご協力によ

り、台、骨組み、紙張り等予定より若干遅れてはい

るもののほぼ順調に進行しています。 

しかし、 これからが本格的な製作となりますので、ぜひ皆さんも紙 

1枚でも張り、製作に参加・ご協力くださるようお願いします。 

さらに。 ねぶた味佳子（笛、太鼓） の講習会も開催していますので老

若男女を問わず、ぜひ参加してください。 

《ねぷた嚇子講習会》 

毎週水曜日 18:30-20:30 
講師 三振り会 

《紙張‘)作業〉 毎日 9 :OO-21 :00 
◇場所 旧市民文化会館 

（立侵武多製作場所） 

TEL 34-2824 
※駐車場が狭いので、車の方はご 

協力願います。 

※子どもの参加には、父兄の同伴 

をお願いします。 

◇問い合わせ 商工観光課 

内線 392（丹代、白戸） 

5 平成10年 5 月15日 	五所川原市役所 '35-2111 



バ
レ
ー
ボ

ー
ル
サ
ー
ク
ル
 

「
中
央
ク
ラ
ブ
」
入
会
の
ご
案
内
 

公
（3
5)
2
2
1
1

・
中
山
 

や

わ
ら
ぎ

会
 会

員
募

集
 

合
（
3
5)
22
1
1
・
中
山
 

郵政省からのお知らせ 

不法な電波は 

暮らしに妨害 

社会に有害 

6月 1日～10までは 

電波利用保護月間です。 

市
国

サ
 ロ 

ン
 

第

1
0回
五
所

川
原
 

市
民
陸

上
競

技
選
手
権
大

会
 

エ
藤
歯
科
医
院
（
市内
大
町
3
63
)
 

容
（3
4)
8
8
8
3
 

五
所
川
原
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
 

（市
内
飯
詰
）
 

◇
種
目
 

・

一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）
 

〇
6
月
1
4日
卿
 

走
り
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ
（5
.4
キ
ロ
）
 

4
0
0屑
リ
レ

ー
 

1
0
0員

1
,5
0
0
）川
、5
,0
0
0
冒
 

9
時
よ
り
 

私
た
ち
国
民
の
た
め
国
防
や
災
害
復
旧

な
ど
に
日
夜
頑
張
っ
て
い
る
自
衛
隊
の

方
々
に
理
解
を
示
し
、
協
力
し
ま
し
ょ

う
、
と
い
う
会
で
す
。
 

◇
行
事
 

年
2
、
3
回
弘
前
駐
屯
地
、
車
力
駐

屯
地
の
見
学
、
記
念
式
典
へ
の
参
加
、
 

隊
員
と
の
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
。
 

◇
年
会
費
 
2
0
0
0
円
 

・

一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）
 

1
0
0）い
、8
o
o）旧
、1
,5
0
0
屑
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
関
心
の
あ
る
方
、
 

ど
な
た
で
も
思
い
切
っ
て
挑
戦
し
て
み
 

走
り
幅
跳
び
、
砲
丸
投
げ
（4
.0
キ
ロ
）ま
せ
ん
か
。
1
人
で
も
多
く
の
参
加
を
 

4
0
O
Hリ
レ

ー
 

・

小
学
、
中
学
生
の
部
は
各
校
案
内
済
 

◇
参
加
料
 
1
人
5
0
0
円
 

◇
参
加
制
限
 

五
所
川
原
市
民
及
び
西
北
五
地
区
に
 

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
者
 

◇
締
め
切
り
 
5
月
2
1日
困
 

《や
わ
ら
ぎ
会
〉
と
は
、
五
所
川
原

市
自
衛
隊
協
力
会
の
婦
人
部
の
名
称
で
、
 期

待
し
て
お
り
ま
す
。
 

〇
毎
週
火
曜
日
 
1
9時
ー
2
1時
 

中
央
小
学
校
体
育
館
 

※
 
学
校
行
事
が
あ
る
場
合
は
、
場
所
 

が
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

春
の

行
政

相
談
週
間
 

(
5
月
1
7日

、
5
月
2
3日
）
 

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

市
民
課
 
内
線

2
2
0
・
2
2
1
 

行
政
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
苦
情
や
 

意
見
、
要
望
な
ど
を
公
平
・
中
立
な
第
 

三
者
的
立
場
で
相
談
に
応
じ
、
行
政
改
 

善
に
役
立
て
て
い
く
、
そ
れ
が
 「行
政
 

相
談
」
で
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
で
す
。
 

〇
特
設
相
談
所
開
設
 

5
月
2
0日
困
 
1
0時
ー
1
5時
 

市
中
央
公
民
館
1
階
和
室
 

◇
行
政
相
談
委
員
 

津
田
長
一
郎
 
鎌
谷
町
七
六
ノ
五
 

T
E
」
3
41
2
5
3
1
 

長
内
せ
つ
 
み
ど
り
町
ニ
ノ
六
四
 

T
E
」
3
51
8
4
2
2
 

〇
定
例
相
談
日
 

毎
週
木
曜
日
 
1
0時
、
1
5時
 

市
民
課
（
市
民
相
談
室
）
 

※
市
民
課
で
は
、
電
話
や
手
紙
で
の
相
 

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
 

特
設
人
権

相
談
所
開

設

市
民
課
 
内
線

2
2
0
・
2
2
1
 

例
え
ば
家
族
間
の
こ
と
、
近
隣
関
係
、
 

学
校
・
職
場
内
の
こ
と
、
こ
の
ほ
か
登
 

記

・
借
地
・
借
家
に関
す
る
問
題
、
交
 

通
事
故
に
伴
う
も
の
等
、
ご
相
談
に
応
 

じ
ま
す
。
 

〇
6
月
9
日
因
  
1
0時

、
1
5時
 

中
三
百
貨
店
6
階
 

本
町
2
5
 T
E
」
3
41
3
1
3
1
 

◇
相
談
担
当
者
 

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員
 

◇
定
例
相
談
所
開
設
日
時
 

毎
週
金
曜
日
 
1
0時

ー
1
5時
 

市
民
課
（
市
民
相
談
室
）
 

※
 
「子
ど
も
の
人
権
相
談
」
も
受
け
付
 

け
ま
す
。
 

な
お
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り
 

の
時
は
、
青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
 

支
局
（
T
E
」
3
41
2
3
3
0
）
、又
は
 

お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
克
 
 

平
成

1
0年
工
業
統

計
調
査
 

の
広
報
用
ポ

ス
タ
ー
募
集
 

青
森
県

統
計
課
商

工
統
計
班
 

丑
0
1
7
7

(3
4)
9
1
6
8
 

◇
応
募
内
容
 

・

日
本
工
業
規
格
A
2
判
（
縦
5
9戎
、
 

横
4
2戎
）
を
縦
長
に
使
用
 

・

使
用
す
る
色
は
4
色
以
内
 

・

次
の
文
字
を
必
ず
入
れ
る
こ
と
 

工
業
統
計
調
査
 

通
商
産
業
省

都
道
府
県

市
区
町
村
 

平
成
1
0年
1
2月
3
1日
 

・

標
語
や
写
真
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
 

・

裏
面
に
 「住
所
」
 
「
郵便
番
号
」
 

「氏
名
」
 
「電
話
番
号
」
 
「職
業
」
 

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
応
募
期
限
 
平
成
1
0年
6
月
1
5日
 

（当
日
消
印
有
効
）
 

◇
応
募
方
法
 

〒
0
3
0
廿
8
5
7
0
（住
所
不
要
）
 

青
森
県
企
画
部
統
計
課
へ
送
付
 

◇
著
作
権
等
 

著
作
権
は
通
商
産
業
省
に
帰
属
し
 

作
品
は
返
還
し
ま
せ
ん
。
 

◇
表
彰
 

最
優
秀
賞
1
名
（
副
賞
1
0万
円
）
 

優
秀
賞
2
名
（
副
賞
3
万
円
）
 

そ
の
他
各
賞
有
り
 

◇
発
表
 

発
表
は
本
人
又
は
学
校
に
通
知
い
た
 

し
ま
す
。
 

  

五所川原市人権擁護委員 

    

  

封馬 郁夫 
松島町七丁目20 
TEL 34-3 12 1 

  

原 芳江 
松島町七丁目54 
TEL 3 5-8 590 

  

大村 光子 
旭町 2 
TEL 3 5-6 36 3 

  

山口千代一 
毘沙門字中貞妬211-1 
TEL 3 6-3938 

  

坂本 憲昭 
錦町1-101 
TEL 3 4-22 93 

  

中川 兵一 
豊成字田子ノ浦104-3 
TEL 2 9-30 73 

  

鶴谷 稼郎 
新宮町17-1 
TEL 3 5-2440 

  

太田 敬子 
みどり町四丁目18 
TEL 3 4-42 74 

  

浅見 則昭 
松島町七丁目75 
TEL 35-8 12 1 

平成10年 5 月15日 6 五所川原市役所 容35-2111 



◇
お
願
い
 

4
カ
月
健
診
で
は
、
神
経
芽
細
胞
腫

検
査
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
来

ら
れ
な
か
っ
た
方
は
母
子
手
帳
を
持
参

の
上
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
窓
口
に
も
ら

い
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

す
こ
や
か
発
達相
談
 

母
と
子
の
相
談
日
 

〇
6
月
3
日
困
・
6
月
1
7日
困
 

1
0時

ー
1
2時

・
1
3時

、
1
5時
 

※
6
月
1
7日
の
午
後
は
予
約
が
必
要
0
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養
（
離
乳
食
等
）
相
談
 

※
予
約
相
談
は
随
時
、
電
話
で
受
け
付
 

け
て
い
ま
す
。
 

献
血
の
こ
案
内
 

〇
5
月
2
1日
困

1
0時
ー
1
6時

白
生
会
胃
腸
病
院
前
 

麻
し
ん
（
は
しか
）
・
風
しん
・
 

三
種
混
合
（
百
日
咳・
ジ
フ
 

テ
リ
ア
・
破傷
風
）
ワ
ク
チ
ン
 

ー
個
別
接
種
の
お
知
ら
せ
ー
 

◇
対
象
年
齢
 

3
種
混
合
…
生
後
3
0、
9
0カ
月
 

麻
し
ん
・
風
しん

…
生
後
1
2、
9
0カ
月
 

◇
実
施
期
間
 

平
成
1
1年
3
月
3
1日
ま
で
 

◇
実
施
方
法
 

平成10年度麻しん・風しん・三種混合ワクチン 

個別接種実施医療機関一覧表 

医療機関名 
受 付 時 間 

備 	考 
午 前 午 後 

江渡内科医院 
8:3O-- 

11 :30 
1 :30- 

5:45 
土曜日 
午前8:30～午後3:00 

兼平内科 
小児科医院 

9:00~ 
12 :00 

1:30- 
5:00 

土曜日 
午前9:00～午後3:00 

川崎胃腸科 
内科医院 

9: 00- 
12 :00 

2:00- 
5:00 

土曜日 午後休診 

佐藤内科 
小児科医院 

8:30- 
11 :30 

2:00- 
4:30 

木、土曜日 
午後休診 

西北中期高院 
2: 30- 

3:00 
水曜日のみ実施 

瀬川内科 
クリ二ニ．ック 

8:30- 
12 :00 

2:00-- 
5:30 

土曜日 午後休診 

対馬内科 
小児科医院 

1:30- 
3:30 

土曜日 休診 

冨田胃腸科 
内科医院 

8:30- 
12 :00 

2: 00- 
5:00 

木、土曜日 
午後休診 

都谷森 
小児科医院 

9:00- 
12 :00 

1:30- 
5:00 

土曜日 午後休診 

永田小児科 
内科医院 

8: 30- 
12 :00 

1:30- 
5:30 

木、土曜日 
午後休診 

白生会 
胃腸病院 

9: 00- 
11 :30 

1:30- 
5:00 

土曜日 午後休診 

増田病院 
9:00-- 

11 :00 
2:00- 

4:00 
土曜日 午後休診 

三好診療所 
10:00- 

12 :00 
2:00- 

3:00 
土曜日 午後休診 

森田診療所 
9: 00- 

11 :00 
2:00~ 

4:00 
土曜日 午後休診 

、
 

健
康
相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
定
 

等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

ー
各
地
区
で

の
 

身
も
心
も
さ
っ
ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談

ー
 

〇
5
月
2
5日
囲

1
1時

、
1
2時
3
0分
 

高
瀬
集
会
所
 

〇
5
月
2
9日
国

1
0時

、
1
1時
3
0分
 

馬
性
集
会
所
 

〇
6
月
1
日
囲

1
2時

ー
1
3時
 

中
泉
公
民
館
 

〇
6
月
3
日
困

1
2時
3
0分

、
1
4時
 
 

一
野
坪
集
会
所
 

〇
6
月
5
日
圃

9
時
3
0分

ー
1
2時
 

錦
町
集
会
所
 

〇
6
月
5
日
団

1
0時
3
0分

ー
1
2時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

〇
6
月
5
日
団

1
3時

、
1
4時
 

平
町
公
民
館
 

〇
6
月
9
日
因
 
1
0時

ー
1
2時
 

幾
島
町
集
会
所
 

〇
6
月
9
日
因
 
1
2時
3
0分

、
1
3時
3
0分
 

坂
ノ
上
集
会
所
 

す
く
す
く
健
診
 

〇
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 

市
働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

、
 

1
2時
3
0分
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

次
の
表
の
医
療
機
関
で
直
接
受
け
て

く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
方
は
接
種
時
の

年
齢
、
回
数
、
間
隔
、
健
康
状
態
に
注

意
し
医
師
と
よ
く
相
談
の
上
、
受
け
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

①
母
子
健
康
手
帳
 

②
予
診
表
（
子
ど
も
健
康
手
帳
に
つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
別
に
色

が
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）
 

◇
注
意
事
項
 

①
子
ど
も
健
康
手
帳
をよ
く
読
み
予
防
接
種

を
受
け
る
時
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
接
種
日
及
び
受
付
時
間
が各
医
療
機
関
に

よ
り
違
い
ま
す
の
で
ご注
意
く
だ
さ
い
0
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
をよ
く
知
っ
て
い

る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

、、× 対 象 児 期 日 

4 カ月児 
健 	診 

平成10年 
1月生まれ 

6 月 2 日 

（火） 

1 	歳 
6 カ月児 
健 	診 

平成 8年 
12月生まれ 

6 月23日 

（火） 

3 歳児 
健 	診 

平成 7年 
2 月生まれ 

6 月18日 

（木） 

五所川原市役所 容35-2 111 7 平成10年 5 月15日 



あなたも 
作ってみませんか 

M.27 

、アーマ 

こんなおやつは
三 ヘルシーですノ 

五所川原市食生活改善推進員会 

フライパンでpんこケーキ】 

材料 25センチ1枚分 
りんご 	 H固 
薄力粉 	 1oog 
ペーキングパウダー小さじ1 
卵 	 2-3ケ 
グラニュー糖 	6Og 
無塩バター 	1OOg 
バニラエッセンス 少々
グラニュー糖 

（仕上げ用） 	大さじ2 
バター（仕上げ用） 

大さじ1/2 

りんごの切り口が茶

色に変色するのは、り

んごの中のポリフエノ 

ール類が酸化され褐変

物質が生じるためです。 

皮をむいたらすぐに

うすい食塩水につける

ことで褐変を防ぐこと

が出来ます。 

No 1 

青森県朝日農業賞を受賞した 

JA ごしよがわら市花き部会 

代表 長 尾 信 彦さん（市内川山） 

今回は電照、加温による開花コン トロー Jし 

マー で 「精雲」「秀芳の力」 の輪ギク 2品種を 《雪一

華美人》 のブラン ド名で売り出し、輪ギクの

生産額では県内I位までに成長させたごしょ

がわら市農業協同組合花き部会の長尾信彦さ

んにま靖舌をイ司いました。 

―花き栽培を始められたきつかけは

やはり転作対J応です。 初めは里予菜を作って

いたんですが昭和53年に 「五所川原市農業青

年会議」 に参加し、 7~ 8人のグループで東

北・北海道の先進f也に視察に行ったりしまし

たが、10年間は泣かず、飛ばずて、したね。 

一 今の成功に結びつけたものは 

20-30品種作っていたものを絞り込み、 キ

クの生産では日本で 1、 2 を争う渥美半島へ

の研修で 「電照栽培」 を学んで収入がみえて

きました。 毎年同じ人に研修に行っています。 

, I年に 1個ずっ技術を覚えてきますよ。 

―朝日農業賞を受賞されたことは

長年の努力が実ったと思lっています。 平成 

3年には今の 「JAごしょがわら市花き部会」 

になり、会員も18名に土曽えました。 

5---6年の経験を経た会員が、新規栽培者

に対し I年間きちんと指導するトレーナー市り

度も評価されたのでしょう 0 品質の均一化、 

市場評価の向上、生産量の確保のためにも ト

レーナー制度は有効だと思います。 

一長尾さんにとつて農業の魅力とは 

「苦しいけれど自由」 の一言に尽きます。 

やればそれだけのことが返ってく る、 という

ことは何事も自分の責任ということ。 自助努

力しかない。 それが魅力で”すね。 

このコーナーでは、ili内で農業に従事され

ている方々にスポッ トを当てて、厳しい状況

下にあると言われる今の農業をI応援します。 

く作‘)方＞ 

し下準備（1.りんご は4つ割りにして芯を切り薄
切りにする。 2. 薄力粉とペーキングパウダー 

をふるっておく 3.無塩バターは室温で柔らか

くしておく 4．卵 を割りほぐしておく） 
のボールにグラニュ ―糖とバターを入れ泡立て器

でよく混ぜ、卵を 少しずつ加えバニラエッセン

スをふる。粉を 2 回に分けて加え、へらでさっ

くりと混ぜる。 
③フライパンにアル ミ箔を 3重に敷き、バターを

塗る。生地を流し 入れて弱火にかけ、蓋をして 

1O-12分焼く。 

中水気をふき取った 'J んごを花びらのように重ね
並べ、グラニュー 糖をふる。アルミ箔をはずし

て生地を返し、蓋 をしてりんごに焼き色がつく 

まで焼く 0 	※ 1 /6切れ：21 8kcal 

救急医療当番医 
彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

w
 

 
口
］
  

三上眼科医院 五所川原市字旭町59 35-2577 

ノ
II
 
n
z

]
 
4

よ
 

口
口
 

櫛引クリニック 五所川原市字鎌谷町75-1 33-1155 

‘
一
 

‘
 
 

n
'J
  

日
  

対馬内科小児科医院 五所川原市字田町4-5 34-3431 

※li l．対応時間 （電話で確認してから）9 00-17 
:OQ。 

2．その他、 7肖防署（救急病院案内 ＝34-4999) 
で紹介します。 

はつらつ女性課 丑O173-35-2111 (236) 

五所川原市役所 公35-2111 	平成10年 5 月1511 8 
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